
コミュニケーションスキルの向上に重点を置き、PECS（R）やマカトン⼿話を⽤いた⽀援を⾏います。  構造化された環境を整え、⼦どもたちが安⼼して活動できる場所を提供します。  感覚統合理論に基づく⽀援を通じて、⼦どもたちの感覚や運動機能の発達を促進します。  家族⽀援と地域との連携を重視し、包括的な⽀援システムを構築します。  

児童発達⽀援： 10:30-13:35放課後等デイサービス：    平⽇ 14:30-17:30 学校休業⽇ 10:00-16:10

あり（事業所近郊のみ）

⽀援⽅針⽀援⽅針

営業時間営業時間

送迎送迎

わたしたちの想いわたしたちの想い
⽀援プログラム⽀援プログラム
ふうせんかずらふうせんかずら

⼦どもたちが将来、⾃分らしく⽣
きていける⼒を育むこと。それが
私たちの⼤切にしている想いで
す。



2. 運動‧感覚
感覚統合プログラム

スヌーズレン
バランスボール運動
エアーマットレス運動
トランポリン活動

運動プログラム
サーキット運動
リトミック
公園遊び
バルーン遊び

⽀援内容（5領域に基づく実施プログラム）

1. 健康‧⽣活
朝の会‧帰りの会

健康観察（体温‧体調確認）
その⽇の活動の⾒通しの共有
⼀⽇の振り返り

⾝辺⾃⽴⽀援
トイレトレーニング
⼿洗い‧うがい指導
着替え⽀援
⾷事‧おやつ⽀援



4. ⾔語‧コミュニケーション
コミュニケーション⽀援

PECS(R)（絵カード交換式コミュニケ
ーションシステム）
マカトン⼿話
AAC（代替補助コミュニケーション）
機器の活⽤

⾔語発達⽀援
絵本の読み聞かせ
ごっこ遊び
集団での⾔語活動

3. 認知‧⾏動
構造化⽀援

視覚的スケジュール
作業⼿順の視覚化
環境の構造化

認知トレーニング
パズル‧ブロック遊び
マッチング課題
分類‧配列活動

5. ⼈間関係‧社会性
集団活動

グループ遊び
ルールのある遊び
協同制作

社会性育成
買い物学習
公共施設利⽤
季節の⾏事参加



主な年間イベント
春：お花⾒、春の遠⾜
夏：プール活動、夏祭り
秋：⼤規模な共同制作
冬：クリスマスパーティー

家族⽀援
個別⾯談（随時）
ペアレントトレーニング
家族⽀援プログラム
きょうだい児⽀援プログラム

移⾏⽀援
就学前⽀援（年１回）
進路相談会
学校‧他機関との連携会議（随時）

地域連携
地域交流イベントの実施
地域の清掃活動
関係機関とのケース会議
ボランティアの受け⼊れ

職員の質の向上
内部研修
外部研修への参加
スーパービジョンの実施
事例検討会（⽉1回）

評価‧モニタリング
個別⽀援計画の評価（6ヶ⽉ご
と）
プログラム実施記録の作成（毎
⽇）
⽀援会議の実施（随時）
保護者アンケート


